
マグネシウム合金の表面処理法

★腐食されにくいマグネシウム合金が製造できます。

マグネシウム合金の課題は、耐食性が低く錆びやすいこと。
この耐食性を向上させるための表面処理方法を提案します。

セールスポイント・想定するライセンシー像

★自動車部品に積極的に適用することで、軽量化車体の実現が可能となり、低炭素化社会
実現に向けた構築が期待できます。

★マグネシウム合金を用い軽量化等を図りたい部品には適用可能であるため、家電製品等
へも展開可能です。
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発明の効果

★簡易な処理装置により、従来技術で問題とされていた髙コスト(処理時間)および人体へ
の危険性が大幅に抑制されます。

★本技術の適用により、最表面にはMg(OH)2の形成が認められ、耐食性は向上します。

発明の概略

権田金属
工業㈱

オートクレーブ装置（圧力容器）
本表面処理の特徴圧力容器内部に少

量の水とサンプル
を設置し、ヒータ
により所定温度ま
で加熱します。
圧力容器内部を水
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被膜を形成させる
表面処理です。
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○水蒸気を利用した水酸化処理
（温度、湿度、圧力の環境下）

○必要なものは水と圧力容器のみ
○先行技術（化成処理、陽極酸化）
よりも簡便、低コスト

薬品不要、大規模設備不要、排水処理不要
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